
地域で活用するチェックシートについて 

 

■高齢介護課では、下記のことに留意してアセスメントします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 口腔機能や栄養に関するチェック以外の項目の主観的聞き取りとなります。 

 受診時の聞き取りの参考としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３点以上だと、 

口腔機能検査が必要だと 

言われていますので、 

  受診勧奨します。 

 

 

 

口腔機能に関

する質問です。 

栄養に関する

質問です。 

たんぱく質量に

関して聞いてい

ます。 

低栄養に関して

聞いています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品摂取の多様性スコアです。７点以上で摂取バランスが良いとされています。 

①～⑤が、たんぱく質を比較的に多く含む食材です。 

 

■高齢期には筋肉の栄養源となるたんぱく質が不足する方が多くいらっしゃいます。 

当市の体力測定機器でタンパク質不足と出る方は、約半数です。肉嫌いの方もいれば、

硬いものを食べにくくなっている方もいて、不足する原因はさまざまです。 

栄養が不足するということは、運動をいくら頑張っても筋肉量が増えません。中には

不足したまま動くことで、エネルギーが足らず、体内の筋肉を分解して栄養を作り出

すこともあり、結果的に筋肉量が減る方もいます。 

 

■たんぱく質について 

たんぱく質（蛋白質、たん白質、タンパク質、protein）とは、20 種類の ʟ─アミノ酸

がペプチド結合してできた化合物です。たんぱく質は他の栄養素から体内で合成でき

ず、必ず摂取しなければなりません。したがって、たんぱく質は必須栄養素です。 

 

■低栄養について 

 食欲の低下や食事が食べにくいなどの理由で徐々に食事量が減り、身体を動かすため

に必要なエネルギーや筋肉や皮膚、内臓などをつくるたんぱく質が不足した状態のこ

とです。孤食による栄養の偏りや口腔機能の低下などが主な原因とされています。 

一般的にはここ２～３カ月の体重減少や BMI で体格のバランスを確認、肉や魚の摂取

量を問うことで低栄養となっていないかを確認します。 

低栄養を予防するために、３食食べる、複数人で食べる、バランスよく食べることな

どを心がけるよう地域へ啓発しています。 



参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品成分データベースより 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BMI（肥満指標 Body Mass Index） 

身長に見合った体重かどうかを判定する数値 

標準値→22kg/㎡ 

計算式：体重(㎏)÷身長(ｍ)÷身長(ｍ) 
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